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様式第２号（第10条関係） 

 

会議結果のお知らせ 

 

 

１ 開催した会議の名称  平成２８年度 第１回佐伯地域振興審議会 

 

２ 開催日時   平成２９年３月９日(木)  午後７時００分～午後８時３０分 

 

３ 開催場所   佐伯市役所 本庁舎 ６階 第２委員会室（佐伯市中村南町１番１号） 

 

４ 出席者 

会長：本田房代  副会長：今山哲也 

委員：御手洗金重、戸山恵子、川下喜代人、岡上八重子、鈴木良子、平川高史、浅利善然 

               委員１０名中９名出席 

（市職員等） 

 地域振興部次長兼地域振興課長：田嶋隆虎  

地域振興課地域振興係：中河良浩、河野誠、渡辺敦 

計４名 

 

５ 公開、非公開の別   公開 

 

６ 傍聴人数  ０人 

 

７ 議題及び結果 

（１）平成２８年度佐伯市活性化チャレンジ事業に係る採択事業及び実績報告 

（２）平成２９年度佐伯市活性化チャレンジ事業審査員について 

（３）平成２８年度佐伯市地域創生支援事業に係る採択事業及び実績報告 

 

８ 審議の内容 

 

（１）平成２８年度佐伯市活性化チャレンジ事業の佐伯地区で採択された１０事業について、事務局より事

業内容の説明と実績の報告を行った。 

 

  （主な意見） 

・投資対効果について。幾ら投資をして、どういう効果があったかについてはもう少し突っ込んだ実績が

見てみたい。 

・小規模な地域イベントでは、費用対効果や投資対効果を言い出すと中々実施出来なくなるのではないか

なと思う。補助金額は決して安い額ではないが、事業に対して一生懸命皆でまとまってやっていこうと

いうことが効果ではないかと感じる。 

・補助金交付が終わった後も継続する事業でないと駄目だと思う。毎年、新規事業を採択するより、ある

程度、軌道に乗った団体に補助金を交付するべきだと思う。 

・５０万円という補助金上限があると実施出来ない事業もあるので、限度額の引き上げが出来ないか。例

えば２０万円～１００万円までの間で募集をかけたら、沢山使いたい団体や少しだけチャレンジしたい

団体も補助金の幅があるともう少しやりやすい部分もあるのかなと思う。 

・イベント等は実施のタイミングがあるので、年に１度の募集ではなく、例えば春と秋に２回設定する等、

そういう対応をしていただけるといろんなイベントが出てきやすいかなと思う。 

・事業継続については、補助率が高いほど継続が難しいと思う。今、補助率は５分の４だが、むしろ３分
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の１くらいまで下げた方が継続出来ると思う。市からの補助金を主体に考えていったら難しい。私はか

なり節約をして事業をやった事もある。補助率を上げてもらいたいという意見もあるが、上げるだけ事

業継続は難しくなると思う。 

 

 

（２）新年度に予定している平成２９年度佐伯市活性化チャレンジ事業の審査員を、地域振興審議委員から

若干名の選出することについて。審査員の選任については、公開プレゼンテーション及び審査会の日程

が決まり次第、調整を行う。 

 

 

（３）平成２８年度佐伯市地域創生支援事業の佐伯地区で採択された１０事業について、事務局より事業内

容の説明と実績の報告を行った。 

 

  （主な意見） 

・写真等を付けていただくと分かり易いので、事業の実施前や実施後など写真があれば。ちょっと目に訴

えるものがあったら有り難いかなと思う。 

・年齢層が特定の方に限られている事業が見受けられるので工夫をして欲しい。 

・地域の内外に事業実施についての周知が足りず、住民がよく知らなかった地区もある。実施に当たっ

ては、せめて地区内には広報やＰＲをもっとするべきだと感じた。 

 

 

９ 会議の資料名一覧 

   平成２８年度第１回佐伯地域振興審議会資料 

 

 

１０ 問い合わせ先 

  担当課  佐伯市役所 地域振興課 地域振興係 

       電話番号２２－４１０５  内線２１４ 


